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は
じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
撰
字
鏡
の
享
受
史
上
、
こ
れ
は
こ
れ
で
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
そ
の
享
受
史
上
の
一
つ
の
流
れ
に
過
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
管
見
す
る
に
、
今
一

　
新
撰
字
鏡
は
僧
昌
住
の
撰
に
な
る
と
さ
れ
、
今
日
、
三
巻
本
と
十
二
巻
本
と
が
あ
　
　
つ
、
院
政
期
（
十
二
世
紀
）
か
ら
鎌
倉
時
代
一
以
後
）
の
真
言
宗
寺
院
に
お
け
る
伝

る
。
三
巻
本
に
は
古
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
享
和
三
年
一
一
八
〇
三
一
正
月
　
　
承
、
利
用
も
、
そ
の
享
受
史
上
の
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
と
み
う
け
ら
れ
る
。

の
刊
本
、
群
書
類
従
所
収
本
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
大
体
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
十
　
　
　
以
下
、
本
稿
で
は
、
こ
の
墓
言
宗
寺
院
に
お
け
る
新
撰
字
鏡
の
利
用
と
い
う
こ
と

二
巻
本
に
は
、
天
治
元
年
（
二
二
四
）
、
法
隆
寺
の
学
僧
達
が
手
分
け
し
て
書
写
し
　
　
を
中
心
に
考
察
し
て
み
た
い
。

た
古
写
本
が
現
在
し
て
い
る
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
一
。
こ
の
序
文
に
よ
る
と
、
初
め
玄

応
の
一
切
経
音
義
を
主
資
料
と
し
て
三
巻
の
字
書
に
編
成
し
た
が
（
寛
平
四
年
〈
八

九
二
〉
夏
）
、
さ
ら
に
、
切
韻
、
玉
篇
、
お
よ
び
、
私
記
類
の
記
事
等
を
加
え
て
十
二

巻
に
増
補
改
編
し
た
と
あ
り
、
そ
の
成
立
は
昌
泰
年
間
一
八
九
八
－
九
〇
一
）
の
末
　
　
　
高
山
寺
蔵
大
乗
理
趣
六
波
羅
密
多
経
七
巻
、
仁
安
元
年
（
一
一
六
六
）
加
点
本
一
高

か
延
喜
の
初
め
の
頃
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
寺
聖
教
類
第
四
部
第
三
四
函
第
二
二
号
－
第
一
九
号
）
は
、
か
つ
て
全
巻
そ
ろ
っ

　
昌
住
の
伝
は
未
詳
だ
が
、
南
都
法
相
宗
系
の
学
僧
と
み
ら
れ
る
。
天
治
本
の
書
写
　
　
て
い
た
と
み
ら
れ
る
巻
子
本
で
あ
る
が
、
現
在
は
巻
第
一
、
第
六
、
第
九
の
三
巻
を

が
法
隆
寺
学
僧
達
の
手
で
行
わ
れ
、
ま
た
、
新
撰
字
鏡
の
一
部
が
抜
き
書
き
さ
れ
て
　
　
閾
き
、
各
巻
の
糊
離
れ
も
甚
し
い
。

い
る
五
島
美
術
館
蔵
弥
勒
上
生
経
疏
（
後
述
一
が
南
部
系
寺
院
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
　
　
　
本
文
は
院
政
期
の
書
写
に
か
か
り
、
全
体
に
わ
た
っ
て
仁
安
元
年
の
朱
筆
に
よ
る

か
ら
、
平
安
時
代
中
期
以
後
、
新
撰
字
鏡
は
南
都
の
僧
呂
の
問
に
伝
承
さ
れ
書
写
さ
　
　
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
比
較
的
詳
細
な
も
の
で
、
ヲ
コ
ト
点
に
は
円
堂
点
が
用
い

　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）

れ
て
い
た
と
説
か
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
て
い
る
。
朱
筆
に
よ
る
補
入
、
音
注
、
義
注
も
あ
る
が
、
単
純
な
も
の
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
一
杜
会
科
学
）
第
二
十
二
巻
－
第
一
号
　
二
二
頁
5
二
八
頁
　
昭
和
六
十
三
年
十
月



14

　
　
　
　
　
　
新
撰
字
鏡
小
論
（
三
保
）

ま
た
、
行
間
、
欄
外
、
紙
背
に
は
、
承
安
元
年
（
一
一
七
一
）
十
一
月
、
玄
証
が
三

本
を
も
っ
て
読
み
合
せ
た
折
の
墨
筆
に
よ
る
イ
本
校
合
や
音
義
注
等
が
書
き
込
ま
れ

て
い
る
。

　
巻
第
十
に
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
。

（
奥
書
）

　
一
朱
書
）
「
仁
安
元
年
九
月
十
七
日
交
点
了
」

　
　
　
　
承
安
元
年
嘩
十
一
月
晦
日
奉
伝
受
了
以
三
本
読
合

　
　
　
　
　
　
　
　
耳

　
　
　
　
一
校
了
　
　
　
　
　
　
　
　
求
法
仏
資
玄
証
之

　
玄
証
阿
闇
梨
は
高
野
山
月
上
院
の
主
呂
で
あ
り
、
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
生
、

承
元
二
年
（
二
一
〇
八
一
六
士
二
歳
、
貞
応
元
年
（
二
二
二
一
）
十
月
既
に
入
寂
、

　
　
（
注
2
）

と
さ
れ
る
。

承
安
元
年
時
の
玄
唱
の
音
義
注
は
十
四
例
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
内
の
八

例
は
新
撰
字
鏡
か
ら
の
引
用
に
よ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
（
他
三
例
も
同
様
か
も
し

れ
な
い
が
明
ら
か
に
で
き
な
い
一
。
以
下
、
十
四
例
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

　
　
　
　
ケ
イ
　
　
ク
ワ
を
は

　
本
文
「
孤
惇
繰
寡
　
」
（
巻
第
三
、
訓
点
と
傍
注
は
朱
筆
。
ヲ
コ
ト
点
は
平
仮
名
で

　
　
　
　
元
兄
弟
也

示
す
）
の
紙
背
に
、

①
惇
巨
令
反

と
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
引
い
た
も
の
か
わ
か
ら
な
い
。
次
の
巻
第
四
に
は
、
関
連
し

　
　
ケ
イ
　
　
　
　
　
　
　
の

て
、
「
惇
。
一
平
声
一
独
」
と
付
訓
し
、
上
欄
に
「
去
螢
反
／
元
兄
弟
也
」
（
共
に
朱
筆
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
）

み
え
る
が
、
こ
れ
も
未
詳
で
あ
る
。
新
撰
字
鏡
に
は
「
螢
同
渠
螢
反
／
無
兄
弟
」
一
天

治
本
、
十
、
4
ウ
）
と
あ
り
（
享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
掲
出
な
し
）
、
纂
隷
万
象
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
）

義
高
山
寺
本
に
「
仇
簑
単
、
独
、
」
（
三
、
5
ウ
）
と
あ
る
。
玄
応
の
一
切
経
音
義
に
は
掲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
）

出
が
な
い
。
近
い
の
は
新
撰
字
鏡
、
ま
た
、
切
韻
系
韻
書
一
切
三
、
王
二
、
広
韻
、

唐
人
写
本
刊
謬
補
欠
切
韻
）
で
あ
る
が
、
反
切
に
相
違
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り

　
本
文
「
薬
叉
羅
刹
鳩
畔
茶
藤
芳
朋
多
砒
舎
遮
人
非
人
等
、
」
一
巻
第
四
）
の
紙
背
に
、

②
1
麟
麗

③
1
来
計
反

と
み
え
る
。
新
撰
字
鏡
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
、
右
は
こ
れ
を
引
用
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
（
享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
は
掲
出
な
し
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
羅
罐
籍
難
去
藤
／
麗
嘉
嘉
臨
欝
畿
纏
鵬
罐
鞭
麗
抑
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
天
治
本
、
七
、
1
8
ウ
）

　
反
切
（
父
字
）
に
小
異
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
か
の
誤
写
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
蒙
隷
万
象
名
義
に
は
「
藤
輔
革
反
山
萎
香
」
、
「
嘉
餅
静
麗
秤
生
石
上
」
（
共
に
、
四
、

4
ー
ウ
）
と
み
え
、
ま
た
、
玄
応
音
義
に
も
、

　
　
藤
嘉
謂
鯛
辞
勒
餅
聾
、
言
閏
麗
多
此
訳
云
祖
釜
　
　
　
　
（
巻
一
、
大
方
等
大
集
経
）

　
　
簾
芳
轟
螂
峡
研
版
批
訳
、
一
旨
餓
鬼
也
依
字
藤
嘉
香
草
也
其
状
如
　
　
（
巻
九
、
大
智
論
）

と
み
え
る
。
切
韻
系
韻
書
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
な
り

　
本
文
「
慈
念
　
乳
舖
　
」
（
巻
第
四
）
の
上
欄
に
、

④
哺
舗
轍
反

と
あ
り
、
そ
の
紙
背
に
、

　
　
　
　
　
　
（
虫
）

⑤
舗
精
鶴
反
蟹
也
　
（
噸
碑
鯉
辮
銘
一
偏
は
毒
の
た
め
よ
く
読
め
な
㌧
一

と
あ
る
。
こ
れ
ら
ニ
ケ
条
も
新
撰
字
鏡
の
引
用
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
哺
鯖
倣
販
雌
船
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
二
、
u
ウ
）

　
　
舗
舗
灘
反
臨
（
順
確
一
紹
L
粋
筆
晦
、
、
ボ
鰐
封
た
）
　
　
　
一
天
治
本
、
四
、
1
6
オ
）

　
享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
は
こ
れ
ら
の
掲
出
は
な
い
。

　
玄
応
音
義
に
は
「
舖
」
「
精
」
を
掲
出
語
と
す
る
注
文
が
み
え
な
い
よ
う
だ
が
、
「
哺
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
）

に
つ
い
て
は
、
「
蒲
路
反
哺
含
食
也
謂
口
中
隠
食
也
経
文
作
舖
字
与
哺
同
補
胡
反
謂
申

時
食
也
」
（
巻
二
、
大
般
浬
繋
経
）
の
よ
う
な
注
が
四
ケ
条
（
巻
一
、
巻
九
、
巻
十
四
、
巻
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二
十
二
）
み
え
、
ま
た
、
「
蒲
故
反
哺
含
食
也
腰
食
也
」
（
巻
二
十
一
、
大
菩
薩
蔵
経
）
と

の
注
が
一
ケ
条
み
え
て
い
る
。
こ
の
他
、
蒙
隷
万
象
名
義
に
は
、
「
哺
鱒
噌
。
轟
」
、
「
舗

補
胡
反
食
、
精
字
」
、
広
韻
に
は
、
「
哺
礒
」
（
去
声
、
捕
薄
故
切
）
、
「
舗
説
文
云
申
時
食
也
又
音
歩
」
（
平

声
、
適
博
孤
切
）
と
み
え
る
。

　
上
欄
④
の
注
に
み
え
る
「
養
」
は
「
食
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
紙
背
⑤
の

「
舗
」
の
反
切
は
「
補
湖
反
」
（
世
尊
寺
本
字
鏡
も
「
補
湖
反
」
）
、
ま
た
は
、
「
補
胡

反
」
（
万
象
名
義
）
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
そ
の
反
切
母
字
を
脱
し
た
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。
新
撰
字
鏡
天
治
本
に
お
い
て
も
、
「
哺
」
の
反
切
は
「
蒲
故
反
」
と
あ
る
べ
き

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
「
舗
」
の
反
切
「
補
湖
反
」
の
次
に
は
「
平
」
（
声
調
）
の

一
字
が
脱
落
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
本
文
「
庫
蔵
倉
蘂
」
（
巻
第
四
一
の
紙
背
に
、

　
　
敦

⑥
康
禁
フ

と
あ
る
。
「
ホ
ン
」
の
ホ
の
仮
名
は
「
［
ア
」
の
字
体
で
あ
り
、
ン
の
仮
名
は
今
日
と
同

じ
く
二
筆
か
ら
な
る
「
ン
」
で
あ
る
。
大
正
新
膏
大
蔵
経
で
は
、
こ
の
条
は
「
倉
度
」

と
な
っ
て
お
り
、
異
文
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
（
法
下
、
一
〇
〇
）
、
ま
た
、
世
尊
寺
本
字
鏡
、
お
よ
び
、

字
鏡
集
（
寛
元
本
、
白
河
本
一
な
ど
に
は
、
「
康
」
「
康
」
「
康
」
「
塵
」
「
康
」
と
い
っ

た
掲
出
字
に
「
リ
ム
音
」
、
「
倉
也
」
「
ク
ラ
」
「
ヒ
ト
ヘ
」
な
ど
の
注
が
み
え
て
い
る

が
、
右
と
同
じ
注
を
も
つ
資
料
は
未
だ
管
見
に
し
な
い
。
仮
名
音
形
に
つ
い
て
は
、

あ
る
い
は
、

　
　
　
ホ
ム
音

　
　
藁
ウ
ク
　
翼
ウ
ク
　
　
　
　
一
世
尊
寺
本
字
鏡
、
米
篇
、
第
二
冊
、
3
9
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
）

な
ど
と
混
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
な
お
、
蒙
隷
万
象
名
義
に
は
「
二
回
力
甚
反
倉
、
鮮
、
」
（
五
、
8
オ
）
と
あ
り
、
新
撰
字
鏡

に
は
「
塵
取
飾
鯖
糊
鴫
賊
鮎
峨
幟
木
」
（
天
治
本
、
十
、
2
ー
オ
）
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
新
撰
字
鏡
小
論
（
三
保
）

　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
を

　
本
文
「
若
施
臨
露
一
褥
一
褥
一
細
更
一
軟
一
敷
具
一
」
（
巻
第
四
一
の
紙
背
に
、

⑦
－
譲
察
　
（
舞
釦
は
一

と
あ
る
。
新
撰
字
鏡
に
、

　
　
麗
繍
艦
秤
毛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
三
、
2
オ
）

と
あ
る
と
こ
ろ
を
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
こ
の
掲

出
は
な
い
。
蒙
隷
万
象
名
義
に
は
「
麗
之
延
反
撚
毛
為
席
」
一
六
、
㎜
ウ
）
、
刊
謬
補
欠
切
韻
、

王
一
に
は
「
毛
席
」
（
饗
諸
延
反
）
、
広
韻
に
は
「
艶
席
也
周
礼
日
一
略
一
」
（
平
声
、
襲
諸
延
切
）

と
み
え
る
（
玄
応
音
義
に
不
掲
出
）
。
ま
た
、
万
葉
仮
名
和
訓
「
加
毛
」
は
、
和
名
類

聚
抄
に
、

　
　
麓
　
野
王
日
麗
儲
蟹
和
毛
席
撚
毛
為
席
也
　
　
一
道
円
本
、
巻
十
四
、
坐
臥
具
）

と
み
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
（
虫
、
璃
カ
）
の
　
　
　
　
　
を

　
本
文
「
撰
塔
環
釧
耳
塘
珠
髪
　
種
種
授
饒
ご
一
巻
第
四
）
の
紙
背
に
、

⑧
－
醸
反

と
あ
る
。
本
文
に
は
右
傍
に
小
さ
く
「
璃
」
字
が
書
い
て
あ
る
よ
う
だ
が
、
虫
損
の

た
め
、
よ
く
読
め
な
い
。
こ
の
条
、
大
正
新
腎
大
蔵
経
で
は
「
増
」
と
あ
る
。

　
右
も
新
撰
字
鏡
を
引
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
は

掲
出
が
な
い
。

　
　
蟷
璃
雌
敵
和
珊
o
耳
蜆
敦
　
一
釘
欄
外
一
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
六
、
6
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
）

　
「
反
」
の
下
の
字
は
、
下
半
分
位
が
「
耳
」
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
重
書
の
せ
い

か
、
読
み
づ
ら
い
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
右
傍
に
細
字
で
「
□
耳
」
と
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
カ
）

り
、
さ
ら
に
こ
の
右
下
に
「
□
欺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
木
玉
」
の
下
の
字
も
重
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
）

の
よ
う
だ
が
、
こ
の
右
に
「
P
」
と
あ
り
、
下
欄
外
に
「
金
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
）

　
「
蟷
」
は
み
み
だ
ま
、
み
み
わ
の
こ
と
で
、
釈
名
に
「
穿
レ
耳
施
レ
珠
日
レ
塘
、
此
本

出
二
於
蟹
夷
所
ア
為
也
、
蟹
夷
婦
女
、
軽
浮
好
走
、
故
以
二
此
瑛
璃
一
錘
レ
之
也
、
今
中
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新
撰
字
鏡
小
論
（
三
保
）

国
人
傲
レ
之
耳
L
（
巻
四
、
釈
首
飾
）
と
あ
る
。

　
な
お
、
蒙
隷
万
象
名
義
に
は
「
増
都
唐
反
」
、
玄
応
音
義
に
は
「
耳
璃
麓
飯
醒
酸
餌
施
」

（
巻
二
十
二
、
楡
伽
師
地
論
一
、
広
韻
に
は
「
増
餌
」
一
平
声
、
當
都
郎
切
一
と
み
え
る
が
、

こ
の
他
の
切
韻
系
韻
書
に
は
、
「
都
堂
反
」
（
王
一
）
、
「
都
郎
反
」
一
切
三
、
王
二
、
刊

謬
補
欠
切
韻
）
と
も
み
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
て

　
本
文
「
慣
習
」
（
巻
第
八
一
の
紙
背
に
、

⑨
－
古
患
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

と
あ
る
。
新
撰
字
鏡
に
「
慣
古
患
　
」
（
天
治
本
、
十
、
5
オ
）
と
あ
る
が
、
こ
の
反

切
は
玄
応
音
義
（
巻
十
八
、
法
勝
阿
砒
曇
論
）
や
広
韻
に
も
み
え
て
い
る
一
蒙
隷
万

象
名
義
に
は
掲
出
な
き
か
）
。
こ
れ
だ
け
で
は
何
に
拠
っ
た
も
の
か
は
っ
き
り
し
な

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と

　
本
文
「
衆
生
心
際
動
　
」
一
巻
第
八
）
の
紙
背
に
、

⑭
醸
躁
鰯
燭
反

と
あ
る
。
大
正
新
脩
大
蔵
経
に
「
躁
動
」
と
あ
る
条
で
あ
る
。
干
禄
字
書
に
「
燥
燥

礒
」
（
上
声
、
文
化
十
四
年
刊
本
）
と
あ
る
の
を
参
照
す
れ
ば
、
「
牒
」
「
醸
」
は
「
躁
」

の
「
俗
」
と
な
る
。

　
右
の
紙
背
注
は
新
撰
字
鏡
か
ら
の
引
用
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
字
体
の
注
、
音

注
、
万
葉
仮
名
和
訓
が
一
致
し
て
い
る
。

　
　
醸
髄
禰
飯
綴
匠
梛
久
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
二
、
2
8
ウ
）

　
享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
も
こ
れ
と
同
様
の
注
が
み
え
て
い
る
（
但
し
、
「
静
」
の

下
の
「
也
」
が
な
い
）
。

　
新
撰
字
鏡
は
玄
応
音
義
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
躁
動
敬
酢
／
騒
簸
鰯
也
　
　
　
　
　
　
一
巻
二
十
二
、
楡
伽
師
地
論
）

　
玄
応
音
義
の
町
反
切
は
巻
二
十
三
、
対
決
論
に
も
み
え
る
が
、
同
音
義
に
は
、
ま

た
、
「
子
到
反
」
の
反
切
も
み
え
て
い
る
一
巻
二
、
大
般
浬
築
経
、
巻
十
四
、
四
分
律
、

巻
十
八
、
雑
阿
砒
曇
心
論
、
巻
二
十
五
、
阿
砒
達
磨
順
正
理
論
）
。
こ
れ
は
蒙
隷
万
象

名
義
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
切
韻
系
韻
書
に
は
「
則
到
反
」
、
「
側
到
反
」
と
み
え
る
。

　
　
　
　
　
　
は
ふ
（
マ
マ
）
に

　
本
文
「
盛
色
方
駄
流
、
　
」
（
巻
第
八
）
の
上
欄
外
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
ノ
マ
マ
）

⑪
イ
駿
観
販

　
　
　
　
マ
マ
）

と
あ
る
。
同
じ
反
切
は
新
撰
字
鏡
、
蒙
隷
万
象
名
義
、
ま
た
、
切
韻
系
韻
書
な
ど
に

み
え
て
い
る
が
、
義
注
の
あ
り
様
は
新
撰
字
鏡
に
通
じ
よ
う
。
但
し
、
享
和
本
、
群

書
類
従
本
に
は
掲
出
が
な
い
。

　
　
験
駝
欺
販
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
撰
字
鏡
天
治
本
、
五
、
ー
ウ
）

　
　
駿
古
穴
反
駿
馬
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蒙
隷
万
象
名
義
、
六
、
3
2
ウ
一

　
　
験
協
暇
鹸
鵠
雌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
韻
、
入
声
、
瑛
吉
穴
切
）

　
　
験
抽
眈
醐
誰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
広
益
会
玉
篇
）

　
唐
韻
は
広
韻
に
同
趣
の
よ
う
だ
が
、
切
三
、
王
一
、
王
二
、
刊
謬
補
欠
切
韻
に
は
、

概
ね
、
「
三
験
一
麗
良
馬
（
名
）
」
と
み
え
る
（
玄
応
音
義
に
は
掲
出
が
な
い
よ
う
で
あ

る
）
。

　
な
お
、
こ
の
条
に
つ
き
、
後
掲
の
神
田
本
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
釈
文
に
、

　
　
駅
流
　
鮭
紺
欺
鱈
駈
擦
鰍
璃
峨
（
巻
第
八
）

と
み
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ノ
）
　
　
の
の
に

　
本
文
「
行
於
生
死
　
暖
野
磧
中
＝
一
巻
第
八
）
の
紙
背
に
、

⑫
－
醍
轟
渚

と
あ
る
。
こ
れ
は
玄
応
音
義
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
磧
中
鯉
雌
叛
薙
綴
醸
灘
（
舶
㌔
）
　
　
　
（
巻
一
、
法
炬
随
羅
尼
経
）

　
同
様
の
注
は
、
巻
二
十
三
、
お
よ
び
、
巻
十
九
一
且
暦
反
）
、
巻
二
十
二
（
漬
石
反
）
、

巻
二
十
五
（
七
亦
反
）
に
も
み
え
る
。
新
撰
字
鏡
に
は
、
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磧
欺

　
　
磧
、
旭
灘
砥
麟
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
五
、
2
4
ウ
）

と
あ
り
、
こ
れ
は
玉
篇
、
蒙
隷
万
象
名
義
の
類
に
依
拠
し
た
も
の
ら
し
い
（
享
和
本
、

群
書
類
従
本
に
掲
出
な
し
）
。

　
　
　
　
　
　
は
．
　
な
り

　
本
文
「
言
詞
麓
糠
　
、
」
（
巻
第
八
一
の
上
欄
外
に
、

　
　
イ
一
マ
マ
一
　
　
　
1

⑬
猿
観
反

と
あ
る
。
こ
の
条
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
に
は
「
獲
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
右
の
欄
外
注
は
、
玄
応
音
義
、
新
撰
字
鏡
の
い
ず
れ
に
拠
る
も
の
か
わ
か
ら
な
い

が
、
新
撰
字
鏡
は
玄
応
音
義
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
麓
猿
錨
穣
麟
饗
鰻
纐
戟
郊
可
附
也
　
　
（
玄
応
音
義
、
巻
二
、
大
般
浬
築
経
）

　
　
猫
舘
籍
囎
附
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
撰
字
鏡
、
天
治
本
、
八
、
1
5
オ
）

　
　
　
（
マ
マ
）

　
享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
は
掲
出
が
な
い
。
玄
応
音
義
で
は
、
巻
二
十
二
、
巻
二

十
三
に
も
同
じ
音
義
注
が
あ
る
。

　
切
韻
系
韻
書
で
も
「
古
猛
反
」
は
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
と
の
関
わ
り
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
蒙
隷
万
象
名
義
の
音
義
注
は
右
と
か
な
り
相
違
す
る
。

　
　
　
　
　
　
へ
る
に
こ
と
を
に

　
本
文
「
解
絡
被
一
披
一
衣
一
授
與
慈
氏
一
而
」
（
巻
第
八
）
の
紙
背
に
、

⑭
1
鹸
石
反

と
あ
る
。
こ
の
反
切
は
、
蒙
隷
万
象
名
義
に
も
新
撰
字
鏡
に
も
み
ら
れ
る
。

　
　
抜
鷲
敵
倣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
撰
字
鏡
、
天
治
本
、
十
、
1
2
ウ
）

　
享
和
本
に
は
掲
出
が
な
い
。
玄
応
音
義
に
も
こ
の
字
の
掲
出
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

切
韻
系
韻
書
に
は
「
（
緯
）
羊
益
切
」
と
あ
る
。

　
以
上
、
墨
筆
十
四
例
の
音
義
注
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
内
、

　
　
　
②
藤
　
③
芳
朋
④
哺
　
⑤
舖
　
⑦
麗
　
⑧
璃
⑪
際
　
⑪
験

の
注
文
は
新
撰
字
鏡
、
そ
れ
も
天
治
本
系
の
そ
れ
を
摘
出
、
引
用
し
た
も
の
と
認
め

ら
れ
る
。
部
分
的
な
抄
出
に
よ
る
も
の
や
小
異
の
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、
小
異
の
あ

　
　
　
　
　
　
新
撰
字
鏡
小
論
（
三
保
一

る
場
合
は
い
ず
れ
か
に
誤
写
が
あ
る
た
め
か
、
あ
る
い
は
、
新
撰
字
鏡
天
治
本
系
の

別
本
、
或
本
に
拠
っ
た
た
め
か
で
あ
ろ
う
。

　
新
撰
字
鏡
と
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以
外
の
音
義
書
、
字
書
類
に
も
同
様
の
注

が
み
え
て
い
る
た
め
、
新
撰
字
鏡
に
拠
る
も
の
と
言
い
切
れ
な
い
の
は
、

　
　
　
⑨
慣
⑬
獲
⑭
披

の
注
文
で
あ
る
。

　
ま
た
、
新
撰
字
鏡
と
関
わ
り
な
く
、
他
の
も
の
（
玄
応
音
義
）
を
引
用
し
た
と
み

ら
れ
る
の
は
、

　
　
　
⑫
磧

で
あ
り
、
典
拠
未
詳
の
も
の
と
し
て
、

　
　
　
①
惇
⑥
藁

が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
仏
書
に
関
し
て
は
、
神
田
本
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
釈
文
一
巻
と

　
　
　
（
注
8
）

い
う
巻
音
義
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
平
安
末
期
を
下
ら
な
い
頃
の
書
写
に
か

か
り
、
万
葉
仮
名
和
訓
一
倭
言
）
も
み
え
て
い
る
。
本
稿
に
検
討
し
た
被
注
字
の
内

で
は
次
の
諸
字
に
注
文
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
右
の
書
き
入
れ
十
四
例
と
の
間
に
直

接
的
な
関
係
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
－

　
　
　
瞳
野
磧
（
巻
第
一
）
　
砂
磧
（
巻
第
二
）
　
　
孤
惇
（
巻
第
三
）

　
　
　
藤
芳
朋
（
巻
第
四
）
　
　
倉
園
（
同
）
　
　
　
　
暁
褥
（
同
）

　
　
　
耳
塘
（
同
）
　
　
　
　
圃
習
（
巻
第
八
）
　
　
藤
動
（
同
）

　
　
　
駄
流
（
同
）
　
　
　
　
躁
動
（
同
）
　
　
　
　
麓
猿
（
同
）

sokyu
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二

新
撰
字
鏡
小
論
（
三
保
）

　
前
節
に
お
い
て
は
い
く
つ
か
の
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
新
撰
字
鏡
と
玄
証
と
の
関

係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
、

　
ω
、
新
撰
字
鏡
は
玄
証
自
身
が
利
用
し
、
引
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
は
、

　
o
、
校
合
や
読
み
合
わ
せ
に
用
い
た
写
本
（
比
校
本
一
に
既
に
書
き
込
ま
れ
て
い

　
　
た
も
の
を
彼
は
転
記
し
た
に
留
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
承
安
元
年
時
の
墨
筆
に
は
誤
字
（
誤
写
）
と
み
ら
れ
る
部
分
も
あ
り
、
こ
う
し
た

点
か
ら
す
る
と
、
後
者
の
方
に
傾
く
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
資
料

か
ら
す
る
と
、
前
者
の
可
能
性
も
な
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
高
山
寺
蔵
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
五
帖
（
同
第
一
部
筆
二
二
号
一
は
、
保
延

三
年
（
一
二
二
七
）
九
月
、
弁
印
の
書
写
に
か
か
り
、
後
、
承
安
四
年
（
一
一
七
四
）

五
月
、
六
月
、
玄
証
の
伝
受
、
比
校
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
さ
ら
に
、
治
承
二
年
（
一

一
七
八
）
六
月
、
阿
閣
梨
（
証
印
カ
）
御
本
を
も
っ
て
同
人
の
交
点
（
青
筆
、
喜
多

院
点
）
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
各
巻
の
奥
書
に
そ
の
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

今
、
一
例
と
し
て
巻
四
の
そ
れ
を
引
け
ば
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
奥
書
）
大
唐
青
龍
寺
東
塔
院
教
敷
一
切
経
開
成
四
年
潤
正
月
　
日
写

　
　
　
　
　
伝
校
根
本
之
経
了

　
　
　
　
　
保
延
三
年
先
九
月
廿
三
日
於
大
和
国
中
川

　
　
　
　
　
成
身
院
巳
時
許
書
之
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
門
弁
印
書
之

　
　
　
　
　
（
承
安
四
年
六
月
）

　
一
別
筆
）
「
同
年
月
始
自
三
日
至
干
七
日
之
問

　
　
　
　
　
　
奉
伝
授
之
三
本
一
時
比
技
之
付
異

　
　
　
　
　
　
本
等
入
文
字
等
了
　
　
　
　
玄
証
（
花
押
）
」

　
　
　
　
　
（
治
承
二
年
）

　
（
青
書
）
「
戊
戊
之
歳
以
ア
御
本
於
高
野
山
交
点
了
」
（
玄
証
筆
）

　
承
安
四
年
、
玄
証
は
三
本
を
も
っ
て
比
校
し
、
「
異
本
等
」
を
付
し
「
文
字
等
」
を

入
れ
た
と
い
う
。
こ
の
折
の
書
き
入
れ
と
み
ら
れ
る
も
の
に
、
次
の
よ
う
な
欄
外
注

が
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
、
新
撰
字
鏡
、
天
治
本
系
か
ら
の
引
用
に
な
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
。

　
　
　
　
水
イ

　
本
文
「
氷
煩
」
（
巻
第
二
、
2
4
ウ
5
）
の
下
欄
外
に
、

①
墳
倣
罐
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鮭
離
触
猷
）

　
　
　
（
虫
）

と
み
え
る
。
新
撰
字
鏡
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
一
群
書
類
従
本
は
享
和
本
に
同
文
）
。

　
　
墳
扶
非
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
八
、
2
2
ウ
）

　
　
墳
蛾
非
反
水
母
也
蛇
止
毛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
享
和
本
、
6
9
オ
）

　
欄
外
注
は
三
巻
本
系
に
一
致
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
①
の
書
き
入
れ
は

三
巻
本
に
依
拠
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
天
治
本
は
「
反
水
母
也
蛇
止

毛
虫
」
を
脱
落
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
当
該
字
は
玄
応
音
義
に
掲
出
が
な
い
。
ま
た
、
広
韻
で
は
、
平
声
微
韻
、
上
声
尾

韻
、
去
声
未
韻
の
そ
れ
ぞ
れ
に
掲
出
さ
れ
て
は
い
る
が
、
「
水
母
也
」
以
下
の
注
は
み

あ
た
ら
な
い
。
大
広
益
会
玉
篇
で
は
「
扶
非
切
」
が
一
致
す
る
が
意
味
注
が
合
わ
な

い
。
一
方
、
象
隷
万
象
名
義
に
「
墳
扶
非
反
水
母
、
」
一
六
、
8
7
ウ
）
と
み
え
る
。
新
撰
字

鏡
は
玉
篇
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
な
お
、
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
に
「
墳
ト
モ
ム
シ
」
（
僧
下
、
四
〇
）
と
み
え
る
。

　
本
文
「
称
」
一
巻
第
四
、
3
ウ
4
）
の
下
欄
外
に
、

②
灘
反

　
　
女
乃
止

と
あ
る
。
新
撰
字
鏡
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
（
群
書
類
従
本
は
享
和
本
に
同
文
一
、
や

は
り
、
同
字
鏡
か
ら
の
引
用
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

sokyu
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弥
嫡
嫡
籟
／
雌
擬
蝸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
三
、
1
9
オ
）

　
　
弥
禰
檎
霧
雌
撒
解
反
乳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
享
和
本
、
2
5
オ
）

　
蒙
隷
万
象
名
義
に
は
、
「
祢
（
称
）
」
の
掲
出
は
な
い
が
、

　
　
姶
鍛
数
磐
噸
、
　
　
　
　
　
　
一
一
、
8
0
ウ
一

と
み
え
る
。
「
女
解
」
は
「
奴
解
」
の
誤
写
と
す
れ
ば
（
「
乃
」
「
奴
」
は
舌
音
清
濁
一

等
、
「
女
」
は
舌
音
清
濁
三
等
）
、
新
撰
字
鏡
は
玉
篇
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

玄
応
音
義
に
は
「
致
祢
賊
解
」
一
巻
一
、
法
炬
随
羅
尼
経
）
、
切
韻
系
の
切
三
に
は
「
祢

肇
解
」
、
広
韻
に
は
「
嫡
鰍
鶉
称
肚
」
（
共
に
上
声
、
蟹
韻
）
な
ど
と
み
え
る
が
、
「
乳
母

也
」
と
の
注
は
み
え
な
い
。
ま
た
、
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
に
は
「
祢
」
に
「
＼
又

ノ
コ
ト
」
と
み
え
る
一
仏
中
、
二
二
）
。
不
明
瞭
な
、
し
か
も
、
合
点
の
付
さ
れ
た
和

訓
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
新
撰
字
鏡
を
出
自
と
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
本
文
「
欄
」
一
巻
第
四
、
5
オ
6
）
の
上
欄
外
に
、

③
織
販
作

　
　
　
一
錘

と
あ
る
。
こ
れ
も
新
撰
字
鏡
の
次
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
享
和
本
、
群
書
類
従
本

に
は
掲
出
が
な
い
）
。

　
　
熔
纏
版
上
／
烙
綴
燗
距
辞
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
一
、
2
0
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
虫
）

　
玄
応
音
義
に
は
、
「
燗
」
の
掲
出
は
な
く
、
「
烙
」
に
つ
き
、
「
余
謄
反
」
（
巻
二
十

四
、
阿
砒
達
磨
倶
舎
論
一
と
の
反
切
が
一
ケ
条
み
え
て
い
る
。
だ
が
、
右
に
類
す
る

注
文
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
切
韻
系
で
は
、
唐
韻
に
、
欄
俄
鮒
L
、
広
韻
に
、
燭

砒
熔
肚
」
（
共
に
去
声
、
艶
以
膿
．
切
）
と
あ
り
、
蒙
隷
万
象
名
義
に
は
、
「
燗
与
廉
反
炎
、
」
（
五
、

醐
オ
）
、
｝
餓
移
聰
反
火
L
（
五
、
㎜
オ
）
と
あ
る
。

　
本
文
「
刮
」
（
巻
第
五
、
u
ウ
2
）
の
下
欄
外
に
、

④
麟
麓
炊

　
　
　
　
　
　
新
撰
字
鏡
小
論
一
三
保
）

と
あ
る
。
新
撰
字
鏡
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
、
や
は
り
、
同
字
鏡
の
引
用
に
な
る
も

の
と
み
ら
れ
る
（
群
書
類
従
本
は
享
和
本
に
同
文
）
。

　
　
刮
姑
傭
敢
欄
隷
敏
焔
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
二
、
1
8
ウ
、
舌
部
）

　
　
刮
雛
瑚
姑
職
簸
柚
簸
　
　
　
　
　
　
　
　
（
享
和
本
、
1
6
オ
）

　
こ
の
反
切
は
「
古
猷
反
」
と
あ
る
よ
う
だ
が
、
何
に
拠
る
も
の
か
未
詳
で
あ
る
。

享
和
本
の
「
在
部
」
と
は
「
在
u
部
」
の
謂
で
あ
ろ
う
か
。
天
治
本
は
こ
れ
を
落
し

た
よ
う
で
あ
る
。
リ
部
に
は
、
ま
た
、

　
　
刮
舳
麟
蟹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
十
一
、
1
7
ウ
）

と
み
え
る
（
享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
掲
出
な
し
）
。
切
韻
系
韻
書
に
よ
れ
ば
、
切
三
、

王
一
、
王
二
、
唐
韻
、
広
韻
に
「
古
頒
反
一
切
一
」
「
削
（
也
）
」
と
の
音
義
注
が
み
え
て

い
る
（
入
声
、
錯
韻
）
。

　
玄
応
音
義
、
蒙
隷
万
象
名
義
（
五
、
4
4
オ
）
、
大
広
益
会
玉
篇
（
刀
部
一
に
も
「
刮
」

字
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
が
、
右
の
欄
外
注
と
の
関
係
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
本
文
「
菌
」
（
巻
第
五
、
3
0
オ
ー
）
の
下
欄
外
に
、

　
　
　
（
虫
〕
1

⑤
菌
鰐
茸

　
　
　
也

と
あ
る
。
こ
れ
は
新
撰
字
鏡
の
次
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
享
和
本
、
群
書
類
従
本

に
は
掲
出
が
な
い
）
。

　
　
菌
姻
賭
調
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
七
、
1
9
ウ
）

　
こ
の
注
文
は
通
俗
の
説
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
新
撰
字
鏡
に
は
、
別
に
、

　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
菌
椅
離
騒
転
反
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
七
、
1
7
ウ
）

　
　
　
（
マ
マ
）
　
（
注
9
）

と
み
え
、
玉
篇
侠
文
に
「
奇
陽
反
一
中
略
）
爾
雅
中
題
菌
郭
撲
日
地
葦
也
一
中
略
）

天
陰
生
糞
上
一
下
略
）
」
（
香
字
抄
）
と
み
え
る
。
玄
応
音
義
も
玉
篇
を
引
く
一
巻
十

五
、
僧
舐
律
）
。
切
韻
で
は
、
「
渠
損
切
地
菌
又
…
…
」
（
広
韻
、
上
声
、
鰺
韻
）
、
「
求

晩
切
葦
也
又
求
敏
切
」
（
同
、
上
声
、
院
韻
）
の
よ
う
な
音
注
、
義
注
し
か
み
ら
れ
な
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新
撰
字
鏡
小
論
（
三
保
）

い
。

　
以
上
は
、
音
注
、
義
注
の
有
無
、
そ
の
あ
り
方
、
和
訓
の
あ
り
様
か
ら
し
て
新
撰

字
鏡
の
、
し
か
も
、
天
治
本
の
系
統
本
か
ら
の
引
用
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
次

の
類
も
、
同
書
同
本
系
か
ら
の
引
用
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
本
文
「
積
ピ
（
巻
第
二
、
1
6
ウ
6
）
の
上
欄
外
に
、

⑥
簿
反

と
あ
る
。
新
撰
字
鏡
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
掲
出
な
し
）
。

　
　
賛
子
幹
反
聚
也

　
　
↓
・
丁
取
也
煩
也
解

　
　
　
（
注
1
0
一

　
玉
篇
侠
文
に
「
子
幹
反
」
一
成
実
論
天
長
点
一
二
一
、
蒙
隷
万
象
名
義
に
「
援

子
今
反
頒
、
解
、
」
一
二
、
4
7
オ
）
、
大
広
益
会
玉
篇
に
「
子
幹
切
解
也
」
と
み
え
る
。
新
撰

字
鏡
は
玉
篇
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
玄
応
音
義
に
は
「
古
文
償
同
但
丸
反
蒼
韻
篇
撲
聚
也
字
体
従
木
」
（
巻
十
一
、
阿
含

経
）
、
広
韻
に
は
「
聚
也
在
玩
切
」
（
去
声
、
換
韻
）
と
み
え
る
。

　
本
文
「
1
駿
」
一
巻
第
二
、
2
4
オ
3
）
の
上
欄
外
に
、

⑦
鍍
騒

　
　
良
馬

と
あ
る
。
新
撰
字
鏡
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
一
享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
は
掲
出
な

し
）
、
や
は
り
、
同
字
鏡
か
ら
の
引
用
に
な
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
　
駿
駿
饒
／
証
銅
灘
賎
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
五
、
ー
ウ
）

　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
玄
応
音
義
に
も
同
一
の
反
切
注
、
義
注
が
み
え
る
が
、
「
勇
急
也
」
と
「
健
也
」
と

の
順
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
一
例
を
示
し
て
お
く
。

　
　
駿
勇
古
尭
反
広
護
健
也
亦
勇
急
也
説
文
良
馬
駿
名
也
経
文
一
下
壁
　
　
（
巻
十
三
、
瑠
璃
経
）

　
玉
篇
の
詳
細
が
知
ら
れ
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
蒙
隷
万
象
名
義
に
は
「
古
尭

反
勇
急
・
」
（
六
、
2
8
ウ
）
と
み
え
る
。

　
な
お
、
切
韻
に
は
「
武
也
古
発
切
」
（
広
韻
、
平
声
、
講
韻
、
切
三
、
王
一
は
大
同
）

と
あ
っ
て
趣
き
を
異
に
す
る
。

　
本
文
「
賓
」
一
巻
第
四
、
7
オ
4
）
の
上
欄
外
に
、

⑧
索
代
反

と
あ
る
。
新
撰
字
鏡
天
治
本
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
は

掲
出
が
な
い
。

　
　
賓
麟
猷
o
反
舘
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
十
一
、
1
0
ウ
）

　
右
は
玉
篇
に
拠
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
伏
文
も
な
く
、
蒙
隷
万
象
名
義

に
も
掲
出
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
「
索
代
反
」
と
の
音
注
は
、
玄
応
音
義
（
蘇
再
反
、
桑
再
反
）
と
も
王
二
、

唐
韻
、
広
韻
と
い
っ
た
切
韻
（
報
也
、
先
代
切
、
去
声
、
代
韻
）
と
も
合
わ
な
い
。

大
広
益
会
玉
篇
に
は
「
先
再
切
報
也
」
と
あ
る
。

　
本
文
「
捻
」
（
巻
第
四
、
7
オ
5
）
の
上
欄
外
に
、

⑨
奴
感
反

と
あ
る
。
新
撰
字
鏡
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
は
掲
出
が

な
い
。

　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
一

　
　
捻
簸
鯛
飯
鮎
認
閑
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
六
、
1
3
ウ
）

　
こ
れ
に
つ
き
、
玉
篇
に
は
「
奴
感
反
説
文
捻
濁
也
（
中
略
）
又
音
式
持
式
稔
二
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
u
）

（
中
略
一
言
閃
也
」
（
巻
十
九
）
、
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
に
は
「
玉
ζ
奴
感
メ
濁
・

　
　
　
　
（
マ
マ
）

無
波
・
⊥
言
閏
・
」
（
二
二
1
、
声
点
略
）
、
象
隷
万
象
名
義
に
は
「
奴
感
反
式
稔
反

濁
・
元
波
・
」
一
五
、
9
8
オ
）
と
あ
る
。
新
撰
字
鏡
は
原
本
系
玉
篇
に
拠
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
玄
応
音
義
に
は
「
音
乃
点
反
関
中
乃
斬
反
説
文
一
下
略
）
」
と
あ
る
が
（
巻

十
六
、
鼻
奈
邪
律
）
、
右
の
反
切
と
は
合
わ
な
い
。
広
韻
（
上
声
寝
韻
、
同
添
韻
、
同

嫌
韻
）
で
も
同
様
で
あ
る
。

　
本
文
「
賜
　
」
　
（
巻
第
四
、
2
4
オ
2
）
の
下
欄
外
に
、

　
　
　
（
朱
）
1
1
（
墨
）
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（
虫
）

⑭
醒
甑
也

と
あ
り
、
上
欄
外
に
朱
筆
で
「
況
イ
本
」
と
あ
る
。
新
撰
字
鏡
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
は
掲
出
が
な
い
。

　
　
賜
醸
飯
鰯
馳
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
十
、
1
7
ウ
）

　
こ
れ
も
玉
篇
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
蒙
隷
万
象
名
義
に
「
認
班
反
賜
・
与
・
」

（
六
、
㎜
オ
）
と
あ
っ
て
そ
の
一
端
が
知
ら
れ
る
。
玄
応
音
義
に
は
「
賜
「
の
掲
出
が

ニ
ケ
条
み
ら
れ
る
が
、
「
請
也
恵
也
」
の
注
を
も
つ
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

広
韻
に
は
「
賜
也
與
也
」
（
去
声
、
濠
韻
、
況
許
訪
切
）
と
あ
っ
て
こ
れ
も
合
わ
な
い
。

　
本
文
「
俣
」
一
巻
第
五
、
1
7
オ
7
）
の
左
欄
外
に
、

⑪
牛
萬
反

と
あ
る
。
新
撰
字
鏡
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
は
掲
出
が

な
い
。

　
　
俣
／
耕
傾
飯
僻
騒
髄
恢
－
上
広
也
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
一
、
2
9
オ
）

　
こ
れ
は
何
に
拠
っ
た
も
の
か
わ
か
ら
な
い
。
蒙
隷
万
象
名
義
に
は
、
「
疑
輔
反
征

嬢
反
／
健
渠
建
反
仇
」
（
一
、
5
ー
オ
）
と
あ
り
、
広
韻
に
は
「
臭
呉
容
兎
大
也
／
詩
日

碩
人
俣
俣
」
（
上
声
、
嚢
韻
、
嚢
虞
矩
切
、
大
広
益
会
玉
篇
に
は
「
牛
矩
切
太
也
詩
碩
人

俣
俣
容
兄
大
也
」
と
あ
る
。
玄
応
音
義
に
は
掲
出
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
、
新
撰
字
鏡
と
関
わ
り
の
認
め
ら
れ
る
も
の
を
掲
げ
た
。
中
に
は
玉
篇
と
共

通
す
る
反
切
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
も
や
は
り
新
撰
字
鏡
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

　
承
安
四
年
時
の
書
き
入
れ
の
際
に
は
、
宋
本
系
玉
篇
、
そ
の
他
の
利
用
も
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
2
）

治
承
二
年
時
の
書
き
入
れ
（
青
筆
一
の
際
に
は
、
改
編
本
系
類
聚
名
義
抄
の
引
用
も

認
め
ら
れ
る
。
玄
証
、
ま
た
、
そ
の
止
住
寺
院
の
周
辺
に
如
何
な
る
字
書
一
辞
書
）

　
　
　
　
　
　
新
撰
字
鏡
小
論
（
三
保
）

が
存
し
た
か
を
究
明
す
る
の
は
ま
さ
し
く
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
、

玄
証
の
手
許
に
新
撰
字
鏡
、
そ
れ
も
天
治
本
系
の
一
本
が
存
在
し
た
と
み
て
よ
さ
そ

う
で
あ
る
。

　
他
本
を
も
っ
て
比
較
校
合
を
行
え
ば
異
文
も
出
て
こ
よ
う
。
読
み
合
わ
せ
て
い
け

ば
解
釈
の
相
異
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
玄
証
は
、
そ
の
都
度
、
字
書
（
辞
書
）
類
を

引
き
、
異
文
の
是
否
、
解
釈
の
適
否
を
検
討
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
玄
証
の
座
右
に
新
撰
字
鏡
が
存
在
し
、
利
用
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
今
後
、
彼
の
周

辺
を
集
中
的
に
、
詳
細
に
調
査
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
実
は
、
玄
証
に
は
、
こ
の

頃
、
「
以
両
三
本
比
校
示
異
了
」
と
い
っ
た
奥
書
を
も
つ
書
き
入
れ
本
が
少
な
く
な
い
。

そ
の
活
動
の
頂
点
は
仁
安
⑧
嘉
応
⑤
承
安
⑧
安
元
③
治
承
年
間
（
一
ニ
ハ
六
－
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
3
）

八
○
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
「
玄
証
本
」
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
撰
字
鏡
、
お
よ
び
、
他
の
字
書
（
辞
書
）
類
の
利
用
情
況
に
つ
き
、
細
か
く
考
察
、

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

三

　
さ
て
、
新
撰
字
鏡
に
つ
い
て
、
右
に
は
、

　
　
㈹
、
十
二
世
紀
後
半
（
承
安
頃
）
、

　
　
o
、
高
野
山
（
月
上
院
玄
証
の
周
辺
）
に
お
い
て
、

　
　
い
、
天
治
本
系
の
一
本
が
利
用
さ
れ
た
、

と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
た
、
新
撰
字
鏡
は
、
こ
の
他
に
は
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
具
体
相
に
つ
き
、
詳
し
く
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
よ

う
で
あ
り
、
ま
た
、
本
稿
で
も
十
分
な
準
備
を
行
っ
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
若
干
に

つ
い
て
整
理
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
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）一（

新
撰
字
鏡
小
論
（
三
保
）

南
都
系
寺
院
に
お
け
る
利
用

　
五
島
美
術
館
蔵
弥
勒
上
生
経
疏
巻
上
、
一
巻
は
延
喜
前
後
の
書
写
に
か
か
り
、
承

平
ご
ろ
の
白
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
紙
見
返
は
院
政
時
代
頃
の
補
写
に
な
る

も
の
だ
が
、
こ
こ
に
記
入
さ
れ
た
覚
え
書
き
十
ケ
条
中
の
六
ケ
条
（
「
粋
」
「
胎
」
「
薦

荷
」
「
薦
」
「
雰
氣
」
「
畿
折
」
の
注
）
は
新
撰
字
鏡
天
治
本
に
大
同
で
あ
る
こ
と
が
、

　
　
　
　
（
注
1
4
一

中
田
祝
夫
博
士
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
5
）

　
天
暦
頃
の
白
点
は
第
三
群
点
で
あ
っ
て
南
都
系
寺
院
に
お
け
る
加
点
と
み
ら
れ

る
。
だ
が
、
院
政
期
の
書
き
込
み
を
し
た
人
物
一
場
所
は
不
明
で
あ
る
。
即
ち
、
こ

の
新
撰
字
鏡
が
い
ず
れ
に
お
い
て
利
用
さ
れ
た
も
の
か
正
確
な
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な

い
。
他
宗
の
寺
院
に
移
っ
て
後
書
き
込
ま
れ
た
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

し
ば
ら
く
、
南
都
系
寺
院
に
お
け
る
利
用
例
と
し
て
お
く
。

　
新
撰
字
鏡
天
治
本
は
、
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
四
月
、
五
月
に
「
法
隆
寺
一
切

経
」
の
一
つ
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
一
巻
第
十
二
奥
書
）
。
従
っ
て
、
こ
れ

も
南
都
に
お
け
る
伝
承
、
利
用
の
一
例
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
新
撰
字
鏡
が

南
都
（
法
相
宗
系
）
で
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
割
に
は
そ
の
伝
承
例
、
利
用
例
が

求
め
に
く
い
。
調
査
の
不
足
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
に
し
て
も
、
今
少
し
明
瞭
な

利
用
例
が
得
ら
れ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
　
○
　
天
台
宗
系
寺
院
に
お
け
る
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
6
）

大
原
来
迎
院
蔵
相
好
文
字
抄
一
巻
は
大
治
四
年
（
一
一
二
九
一

か
る
。

一
奥
書
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
大
治
四
年
九
月
九
日
未
時
計
書
畢
　
執
筆
寂
実

寂
実
の
書
写
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
父
了
　
仁
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
十
二
月
十
一
日
移
点
了

　
寂
実
、
仁
融
に
つ
い
て
は
未
詳
だ
が
、
本
書
は
、
院
政
期
の
頃
、
比
叡
山
関
係
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
7
）

僧
の
手
に
成
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
本
書
に
次
の
よ
う
な
引
用
例
が
あ
る
。

○
　
大
般
若
云
輪
埋
、
（
中
略
）
音
訓
云
輸
埋
、
（
中
略
一
玉
篇
云
壌
丁
果
切
埆
也
、

　
　
説
文
云
堅
土
也
、
韓
儒
魏
螺
㍗
埆
類
聚
抄
云
辮
色
立
成
云
、
耳
埋
、

　
　
膏
麓
一
完
骨
ナ
リ
、
　
　
（
二
五
二
－
二
五
八
行
）

　
こ
の
「
字
鏡
」
は
新
撰
字
鏡
の
次
に
相
当
し
よ
う
。

　
　
埆
躍
碧
轟
輔
駿
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
五
、
2
2
ウ
、
土
部
一

　
享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
は
こ
の
掲
出
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
石
部
」
に

は
「
硝
」
の
掲
出
字
が
あ
り
、
三
本
と
も
こ
こ
に
「
胡
角
反
」
「
又
曽
祢
」
他
の
和
訓

が
み
え
て
い
る
。

　
本
書
は
、
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
（
玄
笑
訳
）
巻
第
三
八
一
に
み
え
る
如
来
の
三
十

二
相
、
八
十
随
好
（
の
条
）
に
関
す
る
字
句
を
対
象
と
し
て
音
義
の
注
を
付
し
た
も

の
で
あ
る
。
真
興
の
大
般
若
経
音
訓
、
公
任
の
同
経
字
抄
な
ど
か
ら
沢
山
の
引
用
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
8
）

な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
性
格
の
典
籍
が
天
台
宗
寺
院
に
関
与
す
る
点
、
釈
然
と

し
な
い
面
も
あ
る
。
ま
た
、
当
該
部
分
は
他
書
の
引
用
に
伴
う
問
接
的
利
用
（
孫
引

き
一
に
留
ま
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
し
ば
ら
く
、
天
台
宗
系
寺
院
に
お
け
る
利
用
例

と
し
て
お
く
。
↓
（
追
記
）

）三（

基
言
宗
系
寺
院
に
お
け
る
利
用

　
こ
こ
で
は
心
覚
の
関
係
す
る
資
料
が
、
そ
の
早
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
心
覚
は
三
井
寺
で
出
家
受
戒
し
た
学
僧
で
あ
る
が
、
後
に
醍
醐
寺
理
性
院
賢
覚
付

法
の
資
と
な
り
、
さ
ら
に
、
高
野
山
成
蓮
院
兼
意
よ
り
灌
頂
を
受
け
た
一
永
久
五
年
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1
寿
永
元
年
カ
、
一
一
一
七
－
一
一
八
ニ
カ
）
。
仏
種
房
、
常
喜
院
阿
閣
梨
、
宰
相
阿

閣
梨
と
称
し
、
別
尊
雑
記
五
十
七
巻
、
多
羅
葉
記
三
巻
、
鵜
珠
抄
七
巻
な
ど
の
多
く
・

の
著
述
が
あ
る
。

　
そ
の
鵜
珠
抄
に
、
次
の
よ
う
な
引
用
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
9
）

○
　
新
撰
字
鏡
云
。
↑
部
犠
好
麟
一
一
寵
｝
一
－
鵬
地
一
一
鱗
駅
哨
馳
蛋
駿
灘
ガ
叩
又
支
留
　
（
下
、
一
）

　
こ
れ
は
享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
大
同
の
も
の
で
あ
る
（
但
し
、
「
洗
也
」
は
「
没

也
」
、
和
訓
は
「
阿
万
弥
波
須
又
支
留
」
）
。
一
方
の
天
治
本
に
は
「
又
楚
監
反
」
が
な

い
（
但
し
、
「
洗
也
」
は
同
じ
）
。

　
　
幟
秤
蟹
囎
刑
織
難
魏
馳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
十
、
2
ウ
）

　
鶉
珠
抄
と
同
様
の
引
用
は
、
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
成
立
の
壌
嚢
抄
巻
第
九
、

「
仏
名
機
悔
」
の
条
に
、

○
　
新
撰
字
鏡
二
云
。
幟
轟
鮎
浄
也
捨
．
洗
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
（
注
2
0
）

と
み
え
る
。
「
楚
監
反
」
と
あ
れ
ば
、
や
は
り
三
巻
本
に
近
い
よ
う
だ
が
、
し
か
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
お
そ
ら
く
は
、
現
在
に
つ
た
わ
る
抄
録
本
の
祖
と
な
っ
た
伝
本
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
1
）

方
が
、
か
つ
て
は
、
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
と
説
く
に
は
問
題
が
あ
ろ

う
。
天
治
本
に
も
、
ま
ま
脱
落
や
誤
写
の
あ
る
こ
と
先
に
み
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
右
の
鶉
珠
紗
は
墓
言
宗
全
書
に
拠
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
注
2
2
）

問
題
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
善
本
を
得
て
後
、
改
め
て
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　
心
覚
に
は
、
ま
た
、
香
薬
抄
の
合
抄
本
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
撰
者
不
詳
の

香
要
抄
と
師
の
兼
意
が
改
修
し
た
薬
種
抄
と
を
治
定
し
て
成
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
3
）

成
立
は
保
元
（
元
年
1
－
一
一
五
六
）
前
後
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
続
群
書
類
従
（
第

三
十
一
輯
上
）
で
は
、
本
文
を
巻
第
八
九
六
本
に
収
め
、
そ
の
裏
書
を
巻
第
八
九
六

末
に
充
て
て
い
る
が
、
裏
書
は
、
本
来
、
本
文
に
付
随
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
裏

　
　
　
　
　
　
新
撰
字
鏡
小
論
（
三
保
）

書
の
中
に
、
本
文
の
「
烏
頭
。
梵
云
室
陵
議
尾
。
」
（
八
六
頁
一
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
み
え

る
条
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
一

〇
圃
倒
固
引
小
学
篇
。
茱
草
云
。
鳥
頭
。
幾
天
雄
。
鷲
一
一
一
十
以
キ
嚢
。

　
　
鴫
額
醐
一
烏
附
子
。
鵯
唄
月
　
（
九
二
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
4
）

　
こ
の
「
本
草
云
」
以
下
は
、
本
草
和
名
の
「
已
上
五
種
和
名
於
宇
」
と
す
る
条
か

ら
抄
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
部
に
混
乱
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
新
撰
字
鏡

天
治
本
に
お
い
て
は
、
巻
第
七
末
の
「
小
学
篇
字
及
本
草
異
名
第
七
十
一
」
の
中
に
、

　
　
天
雄
鯖
離
禍
鴫
貯
烏
曝
胡
噸
清
酒
漬
附
子
／
酬
鮪
擁
鵡
肝
清
射
干
駐
朋
嘉
確
陰
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
、
3
6
ウ
）

と
の
二
行
あ
ま
り
が
み
え
て
い
る
が
（
享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
掲
出
な
き
か
）
、
割

注
部
分
が
合
わ
ず
、
ま
た
、
「
烏
頭
」
の
掲
出
が
な
い
。
こ
の
「
新
撰
字
鏡
」
は
そ
の

「
小
学
篇
字
」
の
参
照
に
留
ま
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
香
薬
抄
裏
書
に
は
、
本
草
関
係
書
は
も
と
よ
り
、
経
論
疏
抄
、
字
書
・

韻
書
⑧
音
義
の
類
、
順
和
名
抄
、
そ
の
他
の
資
料
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、

「
有
一
或
一
字
書
云
」
と
し
て
み
え
る
次
の
三
ケ
条
は
新
撰
字
鏡
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ

う
。①

糺
香

　
　
有
師
口
伝
云
。
虻
香
若
参
詣
佛
神
所
随
身
焼
之
。
可
将
供
養
元
願
不
果
遂
心
云
々
。

　
　
有
字
書
云
。
虻
璃
。
轟
・
留
駿
仁
版
鮎
鶉
鮎
判
　
　
　
（
九
五
頁
一

　
こ
れ
は
新
撰
字
鏡
の
次
を
引
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
享
和
本
、
群
書
類
従

本
に
は
掲
出
が
な
い
。

　
　
就
嫡
／
肚
麟
鯛
賄
雅
躯
販
鮪
鮪
鶉
龍
元
角
日
嫡
　
　
　
　
（
天
治
本
、
八
、
2
0
オ
）

　
掲
出
語
の
下
字
は
「
繭
」
字
の
「
谷
」
字
で
あ
る
一
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
、
僧

下
、
一
八
）
。
別
に
「
蠣
駐
観
反
」
（
天
治
本
、
八
、
2
0
ウ
）
も
み
え
て
い
る
。
「
奇
」
の
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新
撰
字
鏡
小
論
（
三
保
）

下
の
字
は
正
確
に
読
み
と
れ
な
い
が
、
手
偏
の
「
謬
」
で
あ
ろ
う
か
（
広
韻
、
交

古
肴
切
、
又
音
留
）
。
切
韻
系
で
な
く
玉
篇
系
に
拠
る
注
文
の
よ
う
だ
が
、
蒙
隷
万
象
名
義

に
は
、
簡
略
な
形
で
、
「
虻
奇
餐
誰
諸
蠣
丑
支
反
龍
元
角
」
（
六
、
9
ー
ウ
）
と
あ
る
だ
け
で
あ

る
。
「
糺
」
は
、
広
韻
に
も
「
無
角
龍
也
」
と
あ
る
が
、
「
龍
有
角
」
の
誤
写
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　
こ
の
二
字
熟
語
は
玄
応
音
義
に
も
み
え
る
。
但
し
、
反
切
は
相
異
す
る
。

　
　
飢
繭
瞭
鯛
販
魏
魏
鍵
舗
鮪
覇
鞠
慨
角
　
　
　
　
　
（
巻
第
十
二
、
起
世
経
）

②
山
王
院
花
品
云
。
天
木
香
。
僻
群
茶
一
巳
上
b

　
　
或
字
書
云
。
萱
。
鯨
獺
・
反
上
胡
麻
　
　
（
九
八
頁
）

　
右
に
つ
き
、
新
撰
字
鏡
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
（
マ
マ
）

　
　
苗
旗
鯛
雛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
七
、
3
2
ウ
）

　
　
萱
琶
反
田
胡
麻
又
知
佐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
享
和
本
、
5
3
ウ
）

　
　
芭
鯨
魏
赴
胡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
群
書
類
従
本
、
8
ウ
）

　
「
上
」
と
は
上
声
調
の
謂
で
あ
る
。
こ
の
注
文
は
切
韻
を
出
自
と
す
る
ら
し
く
、

広
韻
に
「
萱
鯖
鰯
」
（
巨
其
呂
切
）
と
み
え
る
。
王
一
、
王
二
も
同
趣
で
あ
る
。

③
史
記
云
。
蘭
根
與
白
正
浸
之
潴
中
。
君
子
不
近
云
。
　
／
（
中
略
）
／
玉
篇
云
。

　
　
正
。
づ
麹
瑞
薬
角
　
／
苗
。
舘
轍
寧
　
　
　
或
字
書
云
。
苗
。
璃
帥
藤
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
四
頁
）

　
こ
れ
に
つ
き
、
新
撰
字
鏡
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
は

掲
出
が
な
い
。

　
　
芭
轟
藤
反
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
天
治
本
、
七
、
2
3
ウ
）

　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
切
韻
系
韻
書
に
「
亜
踊
蟹
」
（
止
諸
喪
）
（
切
三
徳
、
王
一
、
王
二
、
お
よ
び
、
広
韻
）

と
あ
る
。
こ
う
し
た
韻
書
か
ら
直
接
に
引
用
し
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
得
る
が
、
既

に
、
新
撰
字
鏡
を
利
用
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
も
そ
の
引
用
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
右
三
ケ
条
は
、
い
ず
れ
も
「
有
一
或
一
字
書
云
」
と
し
て
み
え
る
。
「
有
一
或
一
字
書
」
と
は

新
撰
字
鏡
の
こ
と
と
判
断
さ
れ
る
。
心
覚
の
著
述
に
は
、
他
に
も
同
字
鏡
を
利
用
し

た
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
高
野
山
金
剛
三
昧
院
に
平
安
時
代
末
頃
の
書
写
に
か
か
る
「
梵
語
集
　
一
帖
」
が

あ
る
（
高
野
山
大
学
蔵
、
原
本
未
見
）
。
著
者
は
未
詳
だ
が
、
奥
書
に
、

　
　
　
　
高
野
山
谷
上
　
成
就
院
之
内
　
乗
円
俊
□
（
蔵
名
）

と
あ
る
。
本
書
に
は
、
一
切
経
音
義
、
玉
篇
、
本
草
な
ど
と
共
に
新
撰
字
鏡
モ
草
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
5
）

七
士
一
の
引
用
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
巻
次
第
か
ら
推
せ
ば
、
や
は
り
、
天
治
本
系

の
一
本
か
ら
の
引
用
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
高
山
寺
蔵
醍
醐
一
等
一
抄
鎌
倉
初
期
写
（
第
四
部
第
二
二
九
函
第
一
八
号
）
に
、
「
醍
醐

事
」
に
注
記
し
て
、
新
撰
字
鏡
、
ま
た
、
「
玉
篇
云
」
（
宋
本
一
、
「
類
音
決
云
」
、
「
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
6
一

和
名
云
」
等
の
引
用
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
引
用
は
、

○
　
新
字
鏡
云
醍
砥
鶏
鰍
飯
醐
観
鯛
雛
0
孤
圓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
是
カ
）

と
あ
る
も
の
で
、
こ
れ
も
天
治
本
系
の
一
本
か
と
み
う
け
ら
れ
る
（
享
和
本
、
群
書

類
従
本
に
掲
出
な
し
）
。

　
　
醍
轟
轟
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
四
、
2
4
オ
）

　
　
醐
鰯
鯛
騒
反
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
四
、
以
オ
一

　
高
山
寺
蔵
一
作
法
等
断
簡
）
（
第
四
部
第
一
七
二
函
第
一
四
号
）
は
、
定
真
⑧
仁
真
⑧

明
耀
⑧
仁
助
ら
の
法
泳
に
関
わ
る
鎌
倉
時
代
、
お
よ
び
、
南
北
朝
時
代
な
ど
の
写
し

に
な
る
口
決
⑧
折
紙
類
を
一
括
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
内
の
〔
3
2
〕
（
表
紙
等
雑
々

一
括
一
は
作
法
等
の
断
簡
、
包
紙
、
白
表
紙
等
を
一
括
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

中
の
一
葉
（
鎌
倉
中
期
末
写
一
に
次
の
よ
う
な
引
用
が
あ
る
一
宮
沢
俊
雅
氏
御
教
示
）
。

①
字
鏡
云
喝
那
唾
噺
哺
渇
馳
號
止
奈
牟
　
　
　
　
　
　
（
表
側
）

　
　
　
　
　
　
（
又
カ
一
（
左
カ
）
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②
駈
云
何
葛
切
何
也
遂
－
雫
窪
日
止
也

　
　
　
　
易

　
　
職
口
一
釦
書
カ
一
切
一
細
地
亦
作
喝
喝
乙
芥
切
噺
声
也

　
　
乙
於
秩
切

　
　
字
鏡
園

　
　
職
許
葛
反
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
裏
側
）

　
梵
音
漢
訳
字
に
つ
い
て
の
音
義
覚
え
書
き
風
の
も
の
で
、
①
は
、
紙
の
表
側
に
み

え
る
一
ケ
条
で
あ
り
、
②
は
、
そ
の
紙
背
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
①
に
つ
き
、
新

撰
字
鏡
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
喝
鮒
醸
／
鑓
脇
籔
左
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
二
、
1
7
ウ
）

　
三
巻
本
系
も
こ
れ
に
大
同
で
あ
る
が
、
「
又
」
以
下
の
和
訓
は
、
享
和
本
に
「
又
佐

戸
豆
利
止
奈
牟
」
（
1
6
オ
）
、
群
書
類
従
本
に
「
又
佐
戸
豆
利
止
余
牟
」
（
1
6
ウ
）
と
あ

る
。
関
連
し
て
、
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
で
は
、
掲
出
語
「
喝
曙
」
一
仏
中
四
四
）
の

注
の
中
に
、

　
　
職
字
上
又
水
ニ
ウ
フ
＼
サ
ヘ
ツ
リ
ト
ナ
フ
　
オ
ヒ
ユ

と
み
え
て
い
る
。
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
新
撰
字
鏡
を
出
自
と
す
る
も
の
か
と
推

測
さ
れ
る
が
、
和
訓
は
さ
ら
に
変
形
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
②
に
つ
き
、
新
撰
字
鏡
の
次
が
参
照
さ
れ
る
。

　
　
職
酷
級
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
二
、
1
3
ウ
）

　
　
職
群
鵬
反
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
二
、
1
8
オ
）

　
前
者
は
「
已
上
出
従
切
韻
平
声
字
」
と
あ
る
条
の
も
の
、
後
者
は
「
已
上
入
声
」

と
あ
る
条
の
も
の
で
あ
る
。
享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
は
共
に
掲
出
が
な
い
。

　
高
山
寺
蔵
伝
受
類
集
抄
は
、
経
弁
が
師
の
仁
真
か
ら
伝
受
さ
れ
た
口
決
一
折
紙
類

を
類
集
し
た
も
の
で
、
勧
流
口
決
類
二
十
三
巻
、
印
信
一
巻
、
広
流
灌
頂
一
巻
よ
り

成
㌻
（
但
し
、
高
山
寺
蔵
本
は
巻
第
三
を
閾
く
）
。
そ
の
巻
第
六
（
第
四
部
第
一
〇
三

　
　
　
　
　
　
新
撰
字
鏡
小
論
一
三
保
）

函
第
五
号
）
の
奥
に
は
、
正
安
元
年
（
二
一
九
九
一
「
抄
之
了
」
、
「
勧
修
寺
末
流
経
弁
」

と
あ
り
、
こ
の
第
二
十
六
紙
の
背
面
に
「
或
字
書
」
と
み
え
る
。
こ
れ
は
新
撰
字
鏡

　
　
　
　
　
（
注
2
7
）

で
あ
る
と
さ
れ
る
。

○
　
玉
云
闇
離
醐
切
与
或
字
書
云
闇
跡
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
オ
ロ
カ
ナ
リ
」
（
朱
）

　
「
簑
」
一
朱
一
劣
弱
也
宜
也
暗
也
於
呂
加
奈
利

　
　
　
　
　
　
　
　
1
（
朱
）

　
新
撰
字
鏡
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
享
和
本
、
群
書
類
従
本
に
は
掲
出
が
な
い
。

　
　
闇
倣
駿
離
跡
棚
賎
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
四
、
2
5
万
）

　
経
弁
は
、
高
弁
－
定
真
－
仁
真
－
経
弁
一
仁
弁
…
…
と
続
く
栂
尾
の
住
侶
で
あ
り

一
寛
元
元
年
く
二
一
四
六
V
生
－
嘉
暦
年
問
頃
残
）
、
こ
の
類
集
の
業
も
高
山
寺
に
お

い
て
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
下
っ
て
、
江
戸
時
代
中
期
の
書
写
（
安
永
三
年
く
一
七
七
四
V
校
合
奥
書
）
に
か

か
る
高
山
寺
蔵
真
言
三
密
修
行
問
答
（
付
大
師
十
号
）
（
第
四
部
第
一
一
八
函
第
六
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
注
2
8
）

号
）
に
も
新
撰
字
鏡
か
ら
の
引
用
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

。
珍
汽
ギ
プ
郭
撃
守
擬
／
切
雲
（
械

　
右
が
そ
れ
で
、
「
第
六
云
」
と
は
蒙
隷
万
象
名
義
の
第
六
帖
（
2
ー
オ
一
の
謂
で
あ
る
。

新
撰
字
鏡
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
？
一

　
　
諾
琳
／
麓
仁
簸
馳
麓
又
伊
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
治
本
、
三
、
7
オ
一

　
「
譲
」
一
言
部
九
画
）
、
「
譲
」
一
同
十
画
一
に
つ
い
て
の
音
義
で
あ
る
が
、
享
和
本
、

群
書
類
従
本
に
は
掲
出
が
な
い
か
ら
、
や
は
り
、
天
治
本
系
の
一
本
か
ら
の
引
用
と

み
ら
れ
る
。

　
以
上
、
墓
言
宗
系
寺
院
に
お
け
る
利
用
を
み
て
き
た
。
こ
れ
に
第
一
節
、
第
二
節

の
例
を
併
せ
み
れ
ば
、
新
撰
字
鏡
は
、
院
政
期
以
後
、
基
言
宗
寺
院
に
お
い
て
広
く

利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
墓
言
宗
寺
院
と
い
っ
て
も
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
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新
撰
字
鏡
小
論
一
三
保
）

小
野
流
関
係
、
ま
た
、
そ
の
流
れ
を
汲
む
と
こ
ろ
に
偏
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
今
後

の
調
査
の
次
第
に
よ
っ
て
は
拡
大
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
、
鶉
珠
紗
の
例
を
保
留
す
れ
ば
、
そ
の
引
用
は
天
治
本
系
統
と
み
ら
れ
る
も

の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
前
々
項
、
前
項
に
お
い
て
ポ
同
様
の
よ
う
で
あ
り
、

そ
の
伝
本
㊧
系
統
等
を
考
察
す
る
上
で
の
大
き
な
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。

　
な
お
、
高
山
寺
蔵
禅
上
房
書
箱
欠
目
録
（
第
一
部
第
二
四
八
号
、
鎌
倉
中
期
写
一

の
「
第
四
十
六
箱
」
の
条
に
は
、

　
　
＼
雑
撰
字
鏡
　
　
　
　
一
部
上
中
下

　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
9
）

と
の
一
ケ
条
が
み
え
、
こ
れ
は
新
撰
字
鏡
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
目
録
は

幾
度
か
の
書
箱
点
検
に
用
い
ら
れ
、
合
点
も
そ
う
し
た
折
の
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、

「
雑
」
字
に
修
正
の
加
え
ら
れ
た
形
跡
の
な
い
点
が
気
に
か
か
る
。
し
か
し
、
同
寺

は
、
高
山
寺
本
蒙
隷
万
象
名
義
、
高
山
寺
本
和
名
類
聚
抄
（
天
理
図
書
館
蔵
）
、
高
山

寺
本
類
聚
名
義
抄
（
三
宝
類
字
集
、
天
理
図
書
館
蔵
）
、
そ
の
他
、
著
名
な
古
辞
書
類

が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
古
刹
で
あ
る
。
新
撰
字
鏡
も
、
か
つ
て
は
そ
の
蔵
書
の
一
つ
で

あ
っ
た
と
み
て
不
都
合
は
な
か
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
新
撰
字
鏡
の
利
用
例
（
引
文
）
は
、
今
後
、
さ
ら
に
発
掘
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、

ま
た
、
発
掘
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
課
題
と
さ
れ
る
の
は
次
の

よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

ω
、
天
治
本
系
に
は
天
治
本
一
本
が
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
三
巻
本
系
に
は
古
写
本

　
　
が
伝
存
し
な
い
。
平
安
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
古
い
時
代
の
利
用
例
を
収

　
　
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
撰
字
鏡
の
本
文
、
個
々
の
注
文
、
ま
た
、
伝
本
一
系

　
統
の
関
係
な
ど
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

ω
、
新
撰
字
鏡
の
利
用
例
（
引
文
一
が
ど
の
よ
う
な
資
料
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る

　
か
、
そ
れ
ら
の
資
料
の
年
代
、
関
与
す
る
人
物
・
場
所
（
寺
院
等
一
、
環
境
な
ど

　
は
ど
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
か
、
こ
う
し
た
い
わ
ば
享
受
の
歴
史
を
究
明
し
、

　
併
せ
て
、
新
撰
字
鏡
に
関
係
す
る
様
々
な
問
題
を
解
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。
た
と
え
ば
、
南
都
系
寺
院
に
お
い
て
成
立
し
た
と
さ
れ
る
図
書
寮
本
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
0
）

　
聚
名
義
抄
（
法
部
一
帖
）
に
は
、
何
故
か
新
撰
字
鏡
の
利
用
が
認
め
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
1
）

　
一
方
、
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
に
は
新
撰
字
鏡
の
和
訓
が
多
く
引
用
さ
れ
、
世

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
2
）

　
尊
寺
本
字
鏡
に
も
新
撰
字
鏡
が
多
く
の
影
響
を
与
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。
類
聚

　
名
義
抄
や
字
鏡
の
撰
者
、
ま
た
、
成
立
事
情
な
ど
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
解
明
し
て
い
く
た
め
に
も
、
新
撰
字
鏡
の
享
受
史
を
考
察

　
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
注
1
）
築
島
裕
著
『
平
安
時
代
語
新
論
』
、
昭
和
五
十
七
年
八
月
、
復
刊
第
二
刷
、
東
京
大
学

　
　
出
版
会
刊
、
一
六
五
頁
。

一
注
2
）
土
宜
成
雄
著
『
玄
証
阿
閣
梨
の
研
究
』
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
、
桑
名
文
星
堂
刊
、
八

　
　
三
頁
。

（
注
3
）
新
撰
字
鏡
の
天
治
本
、
享
和
本
、
群
書
類
従
本
の
テ
キ
ス
ト
は
、
京
都
大
学
文
学
部

　
　
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
の
複
製
本
『
新
撰
字
鏡
増
訂
版
』
に
よ
る
。
昭
和
四
十
八
年

　
　
十
二
月
、
臨
川
書
店
刊
。

（
注
4
）
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
一
大
治
三
年
写
）
に
よ
る
。
『
古
辞
書
音
義
集
成
』
第
七
巻
、
第

　
　
八
巻
所
収
、
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
、
汲
古
書
院
刊
。

（
注
5
）
こ
れ
ら
切
韻
は
、
『
十
韻
彙
編
』
に
よ
る
。
中
華
民
国
五
十
七
年
九
月
再
版
、
台
湾
学

　
　
生
書
局
印
行
。

（
注
6
）
混
じ
た
に
し
て
も
、
唇
内
嬢
音
尾
を
「
ン
」
と
表
記
し
た
例
と
な
ろ
う
。
そ
の
混
同

　
　
例
と
し
て
は
早
い
方
で
あ
り
、
ま
た
、
規
範
性
の
強
い
と
み
ら
れ
る
字
書
（
辞
書
）
か
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ら
の
引
用
で
あ
る
点
が
気
に
な
る
。

（
注
7
）
『
増
訂
漢
魏
叢
書
〔
こ
』
に
よ
る
。
中
華
民
国
七
十
二
年
十
二
月
初
版
、
大
化
書
局

　
　
印
行
、
八
六
七
頁
。
『
和
刻
本
辞
書
字
典
集
成
』
第
一
巻
（
昭
和
五
十
五
年
八
月
、
汲
古

　
　
書
院
刊
）
所
収
の
明
暦
二
年
小
嶋
弥
左
衛
門
開
板
本
で
は
、
「
軽
浮
」
が
「
軽
揺
」
と
あ

　
　
る
。

（
注
8
）
優
鉢
羅
室
叢
書
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
、
神
田
喜
一
郎
博
士
発
行
。
九
世
紀
初
頭
以

　
　
前
の
成
立
に
か
か
る
も
の
か
と
さ
れ
、
墓
言
僧
徒
の
撰
に
係
る
べ
し
と
述
べ
ら
れ
る
。

（
注
9
）
岡
井
慎
吾
著
『
玉
篇
の
研
究
』
、
昭
和
四
十
四
年
八
月
再
版
、
東
洋
文
庫
発
行
、
「
伏

　
　
文
内
篇
」
の
七
六
頁
。

（
注
1
0
）
馬
淵
和
夫
著
『
玉
篇
侠
文
補
正
』
、
『
東
京
文
理
科
大
学
国
語
国
文
学
会
紀
要
』
第
三

　
　
号
、
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
、
四
四
頁
。

　
　
　
な
お
、
呆
宝
原
撰
大
日
経
疏
演
奥
抄
に
、

　
　
　
　
撞
揺
者
。
字
書
撞
子
幹
反
解
也
。
揺
於
召
反
動
也
已
上

　
　
と
み
え
る
（
大
正
新
脩
大
蔵
経
、
第
五
十
九
巻
、
四
頁
上
段
）
。
こ
れ
は
宋
本
系
玉
篇
を

　
　
引
く
も
の
で
あ
る
。

（
注
u
）
『
玉
篇
零
本
』
、
中
華
民
国
六
十
一
年
十
二
月
、
大
通
書
局
有
限
公
司
出
版
、
二
七
四

　
　
頁
。

（
注
1
2
）
築
島
裕
「
改
編
本
系
類
聚
名
義
抄
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
」
、
『
福
田
良
輔
教
授
退
官

　
　
記
念
論
文
集
』
所
収
、
昭
和
四
十
四
年
十
月
、
九
州
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室

　
　
同
記
念
事
業
会
編
、
非
売
。

（
注
1
3
）
築
島
裕
「
高
山
寺
経
蔵
の
平
安
時
代
の
典
籍
に
つ
い
て
」
、
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研

　
　
究
』
所
収
、
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
、
東
京
大
学
出
版
会
刊
、
七
四
頁
。

（
注
1
4
）
中
田
祝
夫
「
新
撰
字
鏡
の
逸
文
」
、
『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
、
昭
和
三
十
四
年
一
月

　
　
号
。

　
　
　
同
著
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
　
纏
論
篇
』
、
昭
和
二
十
九
年
五
月
、
大
日
本
雄
辮

　
　
会
講
談
社
刊
、
三
三
六
頁
。

　
　
　
な
お
、
本
疏
の
紙
背
に
は
平
安
初
期
、
弘
仁
頃
の
書
写
か
と
み
ら
れ
る
法
華
経
綱
要

　
　
が
写
さ
れ
て
い
る
。

（
注
1
5
）
中
田
博
士
著
（
注
1
4
）
文
献
、
『
総
論
篇
』
の
「
別
冊
」
、
ヲ
コ
ト
点
図
録
、
第
二
十

　
　
　
　
　
新
撰
字
鏡
小
論
一
三
保
）

　
　
七
図
、
三
一
頁
。

　
　
　
築
島
裕
著
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
』
、
昭
和
六
十
一
年
十
月
、
汲
古
書
院
刊
、
第
三

　
　
部
、
⑭
1
6
、
六
〇
二
・
六
〇
三
頁
。

（
注
1
6
）
昭
和
四
十
八
年
八
月
、
小
林
芳
規
博
士
の
も
と
で
拝
見
し
た
紙
焼
写
真
と
御
指
導
に

　
　
よ
る
。

（
注
1
7
）
築
島
裕
「
法
華
経
音
義
に
つ
い
て
」
、
山
田
忠
雄
編
『
本
邦
辞
書
史
論
叢
』
所
収
、
昭

　
　
和
四
十
二
年
二
月
初
版
、
三
省
堂
刊
、
八
七
七
頁
。

（
注
1
8
）
築
島
裕
博
士
に
よ
れ
ば
、
東
大
寺
に
如
来
八
十
相
好
と
い
う
院
政
期
末
期
の
写
本
が

　
　
所
蔵
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
る
。
未
見
。

（
注
1
9
）
　
『
墓
言
宗
全
書
』
所
収
、
一
八
三
頁
。
智
山
専
門
学
校
蔵
写
本
を
底
本
と
し
て
、
高
野

　
　
山
正
智
院
宝
暦
四
年
写
本
（
◎
）
で
対
校
す
る
。
今
、
そ
れ
ら
は
〔
〕
内
に
入
れ
て

　
　
示
す
。

（
注
2
0
）
浜
田
敦
他
共
編
『
塵
添
壌
嚢
抄
・
壌
嚢
抄
』
、
昭
和
五
十
四
年
二
月
、
第
三
刷
、
臨

　
　
川
書
店
刊
、
六
三
一
頁
。
底
本
は
正
保
三
年
版
本
。

（
注
2
1
）
阪
倉
篤
義
「
新
撰
字
鏡
解
題
」
、
（
注
3
）
掲
出
書
、
五
頁
。

（
注
2
2
）
東
寺
に
古
写
本
が
二
本
所
蔵
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
る
。
未
見
。

（
注
2
3
）
川
瀬
一
馬
著
『
古
辞
書
の
研
究
』
、
昭
和
三
十
年
十
一
月
、
大
日
本
雄
辮
会
講
談
杜

　
　
刊
、
三
五
〇
頁
。

（
注
2
4
）
『
日
本
古
典
全
集
』
上
巻
（
大
正
十
五
年
六
月
）
所
収
の
寛
政
八
年
版
本
に
よ
る
。

（
注
2
5
）
岡
田
希
雄
「
梵
語
辞
書
史
概
説
　
　
　
（
一
）
平
安
朝
末
期
ま
で
　
　
」
、
『
立
命
館
文

　
　
学
』
第
二
巻
第
八
号
、
二
一
頁
。
、

　
　
　
高
楠
順
次
郎
編
「
日
本
梵
学
史
概
観
」
（
大
日
本
仏
教
全
書
、
第
九
五
巻
、
目
録
部
一
、

　
　
　
「
悉
曇
撰
書
目
録
」
）
。

　
　
　
馬
淵
和
夫
著
『
日
本
韻
学
史
の
研
究
m
』
、
昭
和
四
十
年
三
月
、
日
本
学
術
振
興
会
刊
、

　
　
二
二
九
五
頁
。

（
注
2
6
）
宮
沢
俊
雅
「
高
山
寺
経
蔵
典
籍
所
載
古
辞
書
引
文
」
、
（
注
1
3
）
掲
出
書
所
収
、
四
二

　
　
八
頁
。

（
注
2
7
）
（
注
2
6
）
文
献
、
四
ニ
ハ
頁
。

（
注
2
8
）
白
藤
礼
幸
「
高
山
寺
の
古
辞
書
」
、
（
注
1
3
）
掲
出
書
所
収
、
三
九
四
頁
。
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新
撰
字
鏡
小
論
（
三
保
）

　
　
（
注
2
9
）
（
注
2
8
）
文
献
、
三
九
二
頁
。

　
　
一
注
3
0
）
築
島
裕
「
国
語
史
料
と
し
て
の
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
」
、
『
図
書
寮
本
類
聚
名
義

　
　
　
　
抄
』
所
収
、
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
、
勉
誠
社
刊
、
四
〇
頁
。

　
　
（
注
趾
）
佐
藤
喜
代
治
「
新
撰
字
鏡
の
本
文
に
つ
い
て
」
、
『
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
第

　
　
　
　
一
号
、
昭
和
二
十
六
年
三
月
。

　
　
　
　
　
高
橋
正
一
「
和
訓
よ
り
み
た
「
新
撰
字
鏡
」
と
「
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
」
に
つ
い

　
　
　
　
て
L
、
『
語
文
研
究
』
一
九
州
大
学
一
第
四
十
四
。
四
十
五
号
、
昭
和
五
十
三
年
六
月
。

　
　
　
　
　
山
本
秀
人
「
改
編
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
新
撰
字
鏡
を
出
典
と
す
る
和
訓
の
増
補

　
　
　
　
に
つ
い
て
1
熟
字
訓
を
対
象
と
し
て
　
　
」
、
『
国
語
学
』
第
一
四
四
集
、
昭
和
六
十

　
　
　
　
一
年
三
月
。

　
　
一
注
3
2
）
貞
刈
伊
徳
「
世
尊
寺
本
字
鏡
に
つ
い
て
」
、
『
国
語
学
』
第
二
三
集
、
昭
和
三
十
年
十

　
　
　
　
二
月
。

　
　
　
　
　
前
田
富
棋
「
世
尊
寺
本
字
鏡
の
成
立
　
　
「
新
撰
字
鏡
」
と
「
類
聚
名
義
抄
」
と
の

　
　
　
　
比
較
に
お
い
て
　
　
L
、
（
注
1
7
）
掲
出
書
所
収
、
三
二
一
頁
。

〔
付
　
記
〕

　
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
高
山
寺
御
当
局
、
な
ら
び
に
、
築
島
裕
先
生
、
小
林
芳
規
先
生
、

奥
田
勲
先
生
、
白
藤
礼
幸
先
生
、
石
塚
晴
通
先
生
、
宮
沢
俊
雅
先
生
、
そ
の
他
、
高
山
寺
典
籍
文

書
綜
合
調
査
団
の
各
位
の
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
六
士
二
年
七
月
三
十
日
）

（
追
記
）

　
　
大
般
若
経
の
古
訓
点
本
の
中
で
最
古
の
も
の
と
み
ら
れ
る
東
寺
蔵
大
般
若
経
三
十
二
相
八

　
十
種
好
一
巻
に
は
喜
多
院
点
が
施
さ
れ
、
興
福
寺
な
ど
法
相
宗
系
統
の
点
本
と
推
定
さ
れ
て
い

　
る
（
築
島
裕
「
大
般
若
経
三
十
二
相
八
十
種
好
」
、
『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
の
概
要
』
、
昭
和

　
六
十
一
年
三
月
）
。


